
 社会資本総合整備計画　事後評価

御代田町都市公園再整備事業

平成25年2月

長野県　御代田町



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名

交付期間 37百万円 国費率 47.68%

基幹事業

関連事業 なし

効果促進事業

基幹事業

関連事業 なし

効果促進事業

基幹事業

関連事業 なし

当　初
変　更

単位 基準年度 目標年度

単位 基準年度 目標年度

 ４）事業効果の発現
　　状況

学識経験のある委員

平成24年度事後評価実施時期

なし

移動円滑化園路等表示看板設置事業

交付対象事業費平成22年度～平成24年度

御代田町都市公園再整備事業

なし

77.6百万円

削除/追加の理由

国費

事業名

都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業、公園施設長寿命化計画策定事業

御代田町防犯灯改修事業

見込値

実績値 見込値

－

影響なし

目標達成○、△、×の理由

公園内のバリアフリー化の拡大、倉庫機能の向上を図るため。 指標2を追加

事業実施により目標を達成した。

委員会設置の根拠

― 事業実施により目標を達成した。○

○

3
100

―

指標1については、事業の進捗によりバリアフリー化が図られた。
指標2については、事業の進捗により機能の向上が図られた。

年度別の改修施設公園数

評価委員会の審議・意見

委員構成

その他の委員

委員会の意見

実施時期

評価委員会の審議　無

目標
達成度

目標達成○、△、×の理由

長野県 市町村名 御代田町 計画名

新たに追加し
た事業

実績値

目標値

3
100

目標値

H22

H24

担当部署

指　標
従前値（比較値）

その他の
数値指標

なし

なし

移動円滑化法に対応した公園整備が完了した。今後、策定した長寿命化計画により、計画的な公園施設の更新を行い、ハザードリスクの縮減による安全性の確保とライフサイクルコストの削減を図り、適正な維持管理
を推進していく。改修した備蓄倉庫の活用を進める。

今後の方針

目標
達成度

0
0

H22

従前値

H24

理由：都市公園の移動等円滑化ガイドライン等に沿った客観性のあるものであることから自己評価とする。

 １）事業の実施状況

当初計画
から

削除した
事業

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

周辺道路整備により実施することとしたため。 影響なし

移動円滑化整備の効果を高めるため。

御代田町防犯灯改修事業

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）
　　による効果発現状
　　況

箇所
％

0
0

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

指標２

その他の
数値指標

1
100

1
100

箇所
％

交付期間
の変更

平成22年度～平成24年度

－

年度別のバリアフリー整備
公園数

指標1

指　標

効果促進事業
御代田町雪窓球場補強改修事業
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事業の概要

単位：箇所　％ 0箇所　0％ H22 3箇所　100％ H24 100.0 H24

単位：箇所　％ 0箇所　0％ H22 1箇所　100％ H24 100.0 H24

御代田町は、活火山の浅間山の南麓に広がる地域に位置し、火山性異常気象が間欠的に発生し
ており噴火等の災害が予想される。また、急峻な地形であることから、豪雨などによる土砂崩落な
ども度々発生しており避難勧告を行った経過もある。これらの災害が発生した場合、公園は避難所
として重要な公共施設であることから、施設の機能保全及び向上対策により災害に強い安全なま
ちづくりを目標とする。
また、現施設が都市公園移動等円滑化基準に該当しない箇所や公園遊具の危険度判定調査によ
り改善が必要な箇所があることから、子どもや高齢者をはじめ誰もが安全で安心して利用できるよ
う整備を行う。

評価値

年度別の改修施設公園数

年度別のバリアフリー整備公園数

御代田町都市公園再整備事業の成果

従前値計画の目標 目標を定量化する指標

今後の方策
（改善策を含む）

より安全で快適な公園空間の形成を図るため、龍神の杜公園園路の未改修区間の改修を促進する。

課題の変化
本計画による事業実施により、3都市公園の園路・駐車場について、バリアフリー化を図ることができた。しかしながら、龍神の杜公園については、バリアフリー化により園路改修した部分（弾性舗装）とバリアフリー化の必要が無かっ
た、今回改修しなかった部分の園路舗装が異なるものとなっている。今回改修しなかった園路部分については、劣化による損傷もあることから、今回整備した舗装と同様の弾性舗装改修が課題となる。

目標値

やまゆり公園
１-A-１
都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業
1-A-2
公園施設長寿命化計画策定調査
1-C-2

雪窓公園
１-A-１
都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業
1-A-2
公園施設長寿命化計画策定調査
１-C-1
御代田町雪窓球場補強改修事業
1-C-2

龍神の杜公園
１-A-１
都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業
1-A-2
公園施設長寿命化計画策定調査
1-C-2

雪窓

御代田町役場

国道１８号線

しなの鉄道

御代田中学校

御代田南小学校

御代田北小学校

御代田駅

車イス利用者用駐車場整備 雪窓球場スタンド改修

バリアフリー園路整備 バリアフリートイレ整備

移動円滑化園路表示看板整備 ベビーシート設置
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計画に記載した目標の変更の有無

あり なし

●

●

●

 

事業費 事業費 完成 完成見込み

1－A-1 42.0 56.5
トイレ、遊具等に関し検討する中での
仕様変更等による事業費の増加

●

1-A-2 4.0 4.0 なし ●

B　関連社会資本整備事業

事業費 事業費 完成 完成見込み

C　効果促進事業

事業費 事業費 完成 完成見込み

1－C-1 1.0 ―
周辺道路整備により実施することから
削除とした。

― ―

1－C-1 ― 12.0

雪窓公園内野球場のバリアフリー化
に合わせて、備蓄倉庫となっている管
理等屋根のスタンドを改修し、倉庫と
しての機能を向上させるため追加し
た。

●

1－C-２ ― 2.5

移動円滑化園路等を看板により表示
することにより、バリアフリー化の効果
をより一層高めることができるため追
加した。

●

計画の成果目標

定量的指標の目標値

計画の目標

①都市公園のバリアフリー率を100％にする。 ①都市公園のバリアフリー率を100％にする。
②改善必要な施設の改修率を100％にする。

計画の目標達成のため、機能が著しく低下している施設の改修が必要性が
生じたため②を追加した。

指標１　年度別のバリアフリー整備公園数
　　　　　3箇所　100％

1　成果の評価

変更
変更前 変更後 変更理由

番号

事後評価時の完成状況最終変更計画当初計画

番号 要素事業（事業箇所）

事業内容

事後評価時の完成状況

目標を定量化する指標、数値目標等への影響
当初計画からの
変更の概要 ※1

（事業の削除・追加を含む）事業内容

指標１　年度別のバリアフリー整備公園数
　　　　　3箇所　100％
指標２　年度別の改修施設公園数
　　　　　1箇所　100％

計画の目標達成のため、機能が著しく低下している施設の改修が必要性が
生じたため指標2を追加した。

当初計画

移動円滑化園路等表示看板設置
事業

3都市公園12.6ha長寿
命化計画策定

事業内容

御代田町防犯灯改修事業

なし

3都市公園12.6ha長
寿命化計画策定

―御代田町雪窓球場補強改修事業

3都市公園12.6haバリア
フリー化等

公園施設長寿命化計画策定調査

都市公園安全・安全対策緊急総合
支援事業

事業内容

3都市公園周辺の防
犯灯改修

3都市公園12.6haバ
リアフリー化等

事業内容

当初計画 最終変更計画

要素事業（事業箇所）

要素事業（事業箇所）

―

雪窓公園内野球場スタ
ンド改修

事後評価時の完成状況

目標を定量化する指標、数値目標等への影響
当初計画からの
変更の概要 ※1

（事業の削除・追加を含む）

なし

当初計画からの
変更の概要 ※1

（事業の削除・追加を含む）

あり。新規指標の追加

なし

最終変更計画

なし―

事業内容
目標を定量化する指標、数値目標等への影響

要素事業の進捗状況

番号

A 基幹事業

3都市公園12.6ha看板
設置

4



計画に記載した数値目標の達成状況

（ア） （イ） （ウ）

単位
基準
年度

基準
年度

目標
年度

あり なし

確定 ●

見込み

確定 ●

見込み

指　標

指標１

指標２

事後評価

事後評価

事後評価

事後評価

○

○

3箇所

100％

1箇所

100％

数値（エ）算定式

（参考）※１

計画以前の値 従前値 目標値
1年以内の

達成見込みの
有無目標達成度※２

その他特記事項
（指標計測上の問題点、課題等）

1箇所

100％
H24

指　標

3箇所

100％
H24

箇所

％

バリアフリー化率＝バリアフリー整備公園数/都市
公園数

事業実施により目標を達成した。

指標１

指標２

0箇所

0％

0箇所

0％
H22H22

H22
0箇所

0％
H22

目標達成度○△×の理由
（達成見込み「あり」とした場合、その理由も含む）

事業実施により目標を達成した。

年度別のバリアフ
リー整備公園数

年度別の改修施設公
園数

箇所

％
改修率＝改修施設公園数/都市公園数

0箇所

0％

※１ 計画以前の値 とは、都市再生整備計画の作成より以前（概ね10年程度前）の値のことをいう。
※２ 目標達成度の記入方法

○ ：評価値が目標値を上回った場合
△ ：評価値が目標値には達していないものの、近年の傾向よりは改善していると認められる場合
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数値目標を達成した指標にかかる効果発現要因の整理

種別
指標改善

への
貢献度

指標改善
への

貢献度

指標改善
への

貢献度

指標改善
への

貢献度

◎ ―

○ ―

関連事業

－ ◎

○ ―

総合所見総合所見

移動円滑化園路等表示看板設置事業

改修した備蓄倉庫の活用を進
める。

策定した公園施設長寿命化計
画に基づき、適正な維持管理を
推進していく。今後の活用

事業名・箇所名

公園施設長寿命化計画策定調査

都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業

指標２

雨水対策等改修の必
要であった備蓄倉庫
（雪窓公園野球場スタ
ンド）を改修したことで
指標達成となった。

※指標改善への貢献度
　◎ ：事業が効果を発揮し、指標の改善に直接的に貢献した。
  ○ ：事業が効果を発揮し、指標の改善に間接的に貢献した。
  △ ：事業が効果を発揮することを期待したが、指標の改善に
　　　　貢献しなかった。
   －：事業と指標の間には、もともと関係がないことが明確
        なので、評価できない。

効果促進
事業

指標の種別

総合所見

基幹事業

指　標　名

指標１

園路の段差解消、階段
部分の手すり設置、多
目的トイレの整備、車
いす利用者駐車スペー
スの確保等都市公園
移動円滑化整備ガイド
ラインに沿った整備に
より、指標達成となっ
た。

御代田町雪窓球場補強改修事業

年度別のバリアフリー整備公園数

総合所見

年度別の改修施設公園数
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社会
し ゃ か い
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長野
な が の

県
けん

　御代田町
み よ た ま ち

平成23年10月12日



1 御代田町都市公園再整備事業
平成22年度　～　平成24年度　（3年間） 御代田町

・都市公園のバリアフリー化率を100％にする。
・改善必要な施設の改修率を100％にする。

（H22当初） （H23末） （H24末）
年度別のバリアフリー整備箇所を算出する。
（バリアフリー化率）＝（バリアフリー整備公園数）／（都市公園数）

年度別の改修施設箇所を算出する。
（改修率）＝(改修施設公園数）／（都市公園数）

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H22 H23 H24 H25 H26

1-A-1 公園 一般 御代田町 直接 56.5

1-A-2 公園 一般 御代田町 直接 公園施設長寿命化計画策定調査 4

合計 60.5

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

1-Ｃ-1 公園 一般 御代田町 直接 12.0

1-Ｃ-2 公園 一般 御代田町 直接 2.5
合計 14.5

番号 備考

1-C-1

1-C-2

一体的に実施することにより期待される効果
雪窓公園内野球場のバリアフリー化に併せて、備蓄倉庫となっている管理棟の屋根となっているスタンドを改修することで倉庫としての機能を向上することができる。

看板で移動御円滑化園路等を標記することで誰もが安心して公園を利用することができる。

御代田町 御代田町雪窓球場補強改修事業 雪窓公園内野球場スタンド改修 御代田町

御代田町 移動円滑化園路等表示看板設置事業 3都市公園12.6ha看板設置 御代田町

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（延長・面積等）

番号 事業者 要素となる事業名

御代田町 都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業 ３都市公園12.6haバリアフリー化等 御代田町

御代田町 ３都市公園12.6ha長寿命化計画策定 御代田町

14.5百万円
効果促進事業費の割合

19.3%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

交付対象事業

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）（事業箇所）

0% 100%

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
75百万円 Ａ 60.5万円 Ｂ 0円 Ｃ

０箇所 ３箇所
0% 100%

０箇所 １箇所

御代田町は、活火山の浅間山の南麓に広がる地域に位置し、火山性異常気象が間欠的に発生しており噴火等の災害が予想される。また、急峻な地形であることから、豪雨などによる土砂崩落なども度々発生しており避難
勧告を行った経過もある。これらの災害が発生した場合、公園は避難所として重要な公共施設であることから、施設の機能保全及び向上対策により災害に強い安全なまちづくりを目標とする。
また、現施設が都市公園移動等円滑化基準に該当しない箇所や公園遊具の危険度判定調査により改善が必要な箇所があることから、子どもや高齢者をはじめ誰もが安全で安心して利用できるよう整備を行う。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

（様式2）社会資本総合整備計画（都市公園等事業） 平成23年10月12日

計画の名称
計画の期間 交付対象
計画の目標



計画の名称 1 御代田町都市公園再整備事業

計画の期間 平成22年度　～　平成24年度　（3年間） 御代田町

（様式３）都市公園等整備事業

交付対象

やまゆり公園
１-A-１
都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業（H23)
1-A-2
公園施設長寿命化計画策定調査（H22)
1-C-2

雪窓公園
１-A-１
都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業（H23.24)
1-A-2
公園施設長寿命化計画策定調査（H22)
１-C-1
御代田町雪窓球場補強改修事業（H24)
1-C-2
移動円滑化園路等表示看板設置事業（H24)

龍神の杜公園
１-A-１
都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業（H23,24）
1-A-2
公園施設長寿命化計画策定調査（H22)
1-C-2

雪窓湖

御代田町役場

国道１８号線

しなの鉄道

御代田中学校

御代田南小学校

御代田北小学校

御代田駅


